
環境農政局環境部資源循環推進課



かながわ環境整備センタ ー

安全性のモデルとなる最終処分場

＿施設の概要等

●施設の概要
名 称……………かながわ環境整備センター

所在地・・・・・・・・・・・・・..〒240-0104
横須賀市芦名3-1990

開設時期・•• ……••平成18年6月
敷地面積・・・・・・・・...約15ha

埋立区域面積……約5ha

全体埋立容積……約75万団
廃棄物埋立容積…約54万m

跡地利用…………緑化復元·都市計画道路
坂本芦名線の建設

●受入廃棄物

神奈川県では、 循環型社会の実現に向けて、「廃棄物ゼ

□社会」を基本理念として、 県民、 事業者、 市町村と連携 ・

協力しながら廃棄物の発生抑制、 資源化、 涸正処理の推進

を図っています。

かながわ環境整備センタ ーは、 ひっ迫している産業廃棄

物最終処分場の確保を推進するため、 県立県営の産業廃棄

物最終処分場として設置されたものであり、 安全性のモデ

ルとして、 民間施設の設置を促進するとともに、 産業廃棄

物の適正処理を図っています。 本センタ ーは、 高度な処理

技術と設備構造を備えた施設として、 県民 ・ 事業者から信

頼される安全で開かれた施設をめざしています。

●産業廃棄物とは
製造業 ・ 建設業 ・ オフィス ・ 商店等の事業活

動に伴って生じた廃棄物のうち、 燃え殻 ・ 汚泥．
ばいじん ・ がれき類など廃棄物処理法で定めら
れた20種類のものをいいます。

排出事業者は、 その廃棄物を自ら処理するか、
産業廃棄物処理業の許可を有する処理業者等に
委託して処理する責任があります。

次の廃棄物を受け入れています。 （特別管理産業廃棄物等の有害廃棄物は受け入れません）

燃え殻

鉱さい

汚泥

ばいじん

ガラスくす

コンクリートくず及び

陶磁器くず

がれき類

’ 

石綿含有産業廃棄物

廃石こうボー ド





かながわ環境整備センタ ー

●安全な埋立
埋立は、 粉じんを飛散さ

せないように、 遮時散水し

ながら、 廃棄物と覆土を交

互に重ねる方式により行っ

ています。

また、 風速計を設置して

強風時には作業を中断 · 中

止する等安全の確保に努め

ています。

埋立区域

●確実なしゃ水
埋立区域からの浸出水が埋立区域外に漏れないように設圏するしゃ水施設は国の基準を超える安心

構造です。 万ーに備えて監視システムを設置しています。

管理用道路 暫定道路

＼
 

ゴムアスファルトシー ト
十トップコー ト

コンクリー ト壁

コンクリ ー ト壁部

中間保護層（不織布）

熱可塑性ポリウレタンシ ー ト

ベントナイト砕石t=10cm 
透水係数10

―8cm/sec以下

底面部コンクリ ー トt= 10cm 

底面部

しゃ水施設の構造

底面部は二重のしゃ水シ ー ト構造お

よび厚さ10cmのベントナイト砕石の
ー トを敷下部に厚さ10cmのコンクリ 

設しています。

※ベントナイト砕石とは水分を含むと膨張し、 
高いしゃ水性を示す特殊な粘土（ベントナイト）
で、長期間にわたりいかなる環境下でも安定 
した難透水性があります。

’’ 

電気的漏水検知システム

しゃ水シートの破損をチェックします。

地下水モニタリング

地下水質を、 地下水集排水管と観測

井戸で、 定期的にチェックします。
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